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歌声サロン・音楽演奏ボランティア考 

昨年６月にシンセサイザ・キーボードを買った。

ピアノは学生時代にかじっていたので、誰にも教わ

ることなくキーボードは演奏できた。自動伴奏機能

を持ったキーボードは、それ 1 台でバンドまがいの

演奏ができるので、ピアノと違った楽しみ方ができ

る。爾来、時間さえあれば楽しみながら引き続け、

今では両腕全体が腱鞘炎で筋は痛いし、肘も痛い、

と慢性化してしまった。 

話し変わって、太田市は各町単位で高齢者対象

の「生き生きサロン」の開催を奨励していて、チャン

とやれば１回に付き 5,000 円の助成金を貰える。

「生き生きサロン」とは、凡そ各町内の 70 歳以上の

高齢者対象の茶話会で、出不精になった高齢者を

集会所や公民館に駆り出し、お茶を飲みながら昼食を食べながら、お話したり、ゲームをしたり、歌を歌

ったりして、大体２時間位を楽しむ集いである。出席者は全員ほぼ健常者で、出席者の 70%は女性、男

性は 30%と言った比率で、対外活動は圧倒的に女性の世界だ（宝町の場合）。男性は何しているのだろ

うか？会社勤めで定年までにすっかり精気を吸い取られてしまって家にこもっているのだろうか？ 

我が町宝町も細々と「生き生きサロン」をやっていた。私自身が昨年度は地区の区長であったことで、

「生き生きサロン」の開催を自分の重点課題として取り

組んだ。「生き生きサロン」の運営の主体は民生委員

と地域ボランティアの皆さん方 10人位。実は運営側も

全員準高齢者から高齢者であって、言ってみれば「老

老介護みたいなものだね」と準備会議で言ったら皆笑

っていた。 

昨年 12月の年忘れ（クリスマス）パーテｨで、初めて

音楽演奏による歌声サロンを取入れ、皆に手拍子取り

ながら歌って貰った。これが大好評だった。帰り際に

私のところへお礼に来てくれた老婦人が何人もいたの

だ。一方、反省課題も多々あった。これらの対策を導

入して今年の 3 月に「早春生き生きサロン」を開催し

た。 

【 会員投稿 】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【 新入会員紹介 】 
 田島秀夫 さん （平成１８年 3月退職）   伊勢崎市境女塚 

途中から入会させてもらいます。 

私は昭和３６年入社です。試作係に配属され、平成 4 年まで試作

品作りに携わってきました。（その間、磁気ヘッドの製造で電子

機器製造部へ約 6 年在籍）。平成 4 年 9 月販社へ出向し、7 年 9

月馬電営業課へ復職しました。9 年 5 月菱馬テクニカへ出向、15

年転籍し営業課に所属していました。 

 １８年 3 月定年退職し、半年ほど家で遊んでおりましたが、１

８年秋より菱馬テクニカ営業課の仕事をお手伝いして現在に到

っております。これから宜しくお願い申し上げます。 

 

細 野 孝 雄 

 
宝町早春生き生きサロン 

 

泉町生き生きサロン 
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今度は演奏曲目の歌詞集を制作して全員に配り、大合唱し

て貰った。「これはオレの持ち歌だ。オレに歌わせろ。」と歌詞

指導のボランティアさんからマイクを取り上げて歌ってくれる男

性も居て大好評。また中間点には、椅子から立ち上がっての軽

い体操を入れたり、休憩時間を設けてこの間にお弁当を配った

り、替え歌を仕込んだりの工夫は大成功だった。勿論、キーボ

ードによるナマオケ演奏は私が担当した。スタッフの朝の準備

方法を改善して、スタッフ全員が余裕を持って歌ったり体操した

りで、招待客と一緒に楽しめるように工夫したのも当たった。私

自身はキーボード演奏を楽しんだ。月末には、隣町の区長に

頼まれて、「泉町生き生きサロン」でもキーボードによる音楽演

奏と大合唱を好評裏に行うことが出来た。これを往年の「歌声喫

茶」をもじって「歌声サロン」と勝手に称している。 

さて、「生き生きサロン」の全体プログラムは、「連絡・通達事

項」「歌声サロン」「ゲーム」「お茶・昼食」「おしゃべり」などで構

成。本稿では主題の「歌声サロン」に絞った。先ず、どんな曲を

どんな風に組み合わせてやるかのプログラムに関して、あるべき姿を標準パターンとしてまとめた。具体

的には、「早春生き生きサロン」のケースに若干手を加えて図に示した。開演当初は身体も心も硬くなっ

ているので歌いながら「軽体操」してほぐしてもらう。その後に大きな声で大合唱してストレス発散・健康

増進してもらう。次に選曲のポイントは、①特定の定番曲以外は、前回とダブらないこと（自分の練習と歌

詞集作りが大変だけど）。②出席者になじみのある曲であること。童謡、唱歌、歌謡曲などで有名な曲。

自分が好きだから、弾きたいからではなく、招待客主体で考える。③歌いやすい替え歌（オレオレ詐欺

などの時流を考慮したものや、ボケないための教訓的なもの、感動的なもの←地域ボランティア、民生

委員が良く知っているので、教えてもらう）。④軽体操など。 

次に曲プログラム構成。最初の曲は定番曲で、「うさぎとかめ」で両肩叩きと両手の「むすんでひらい

て」で脳への刺激も与える。歌いながら体操してもらう。この２曲は定番曲で、毎回必ず先頭に置くのが

よい。次から本番で、先ず入りやすく人に安定感を与えるドミソ音からなるやさしい長調曲を置く。童謡

や唱歌がよい。軽快なワルツなどもよい。順次複雑な曲に移らせていく。休憩の前に定番曲の替え歌

「オレオレ詐欺対処歌」「ボケない小唄」「ボケます小唄」などの中から選んで入れる。終わり頃にも定番

曲の替え歌をおく。 

各曲とも2番までとし、長々やらない。尐々物足りない方がよい。前奏は、歌い出しの音程とリズムを掴

んで貰う為に絶対必要。間奏が入ると2番のはいりが掴み難く歌い難いので、間奏なしですぐ２番に行く

（と開始前に説明しておくこと）。後奏は曲の余韻のために入れる。間奏の優れた曲が多々あるので、後

奏に使うとか自分で編曲したらよい（歌う人には後奏は直接の関係はないので）。大体、全 12～13 曲位、

１時間位を目安に構成する。アンコール曲は、

全曲終了した後、もう一度歌いたい曲がある

か？と聞いて要望に応える他、アンコール用に

１曲でも準備しておければ最高。アッと言う間に

終わってしまう感じだけど、逆に長いと歌い疲

れてしまうのでこれでよい。 

実際、演奏してみると、いい歳してあがってし

まう。慣れが絶対必要。それには回数を重ねる

しかない。さあ、読者のＯＢの皆さんも、音楽演

奏ボランティアに挑戦してみたら如何かな？ 
 

（隠れボランティア音楽士 07.04.18） 

歌声サロン演奏曲目 

１．肩たたき体操（うさぎとかめ） 

２．むすんでひらいて体操 

３．早春賦 

４．花 

５．青い山脈 

６．古城 

７．ｵﾚｵﾚ詐欺対処歌（うさぎとかめ替歌） 

＜休 憩＞ 

８．ふるさと 

９．テネシーワルツ 

10．川の流れのように 

11．いい日旅立ち 

12．星影のワルツ 

13．幸せのワルツ（星影のワルツ替歌） 

14．アンコール曲 
 

 
宝町クリスマス生き生きサロン 
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